
MAFFアプリにおける「熱中症警戒アラート」の通知機能の追加について
○ 農作業中の熱中症による死亡事故は、平成30年は調査開始以降最も多い43人、令和元年も前年に次ぐ29人と近年急増しており、
農業者の方に警戒を促す手法の開発が課題でした。

○ このため、環境省・気象庁が連携して運用する「熱中症アラート」が発出された場合、当日の朝７時頃に自動でMAFFアプリにアラートが
通知される機能を令和３年５月２０日（木）より運用を開始しました。

○ 「熱中症警戒アラート」は、熱中症との相関が高い「暑さ指数」の値が33以上と予測された場合、気象庁の府県予報区等を単位として
注意情報が発表されるものです。

・ロック画面のプッシュ通知

MAFFアプリにおける「熱中症警戒アラート」発出時の通知イメージ

・MAFFアプリホーム画面の通知

の熱中症警戒アラートを
タッチした場合は、気象庁の各地
方気象台詳細ページが表示される。
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